
人権・同和教育だより                          平成３０年１１月９日 

そよ風 第８号                今治市立立花中学校 

みなさんは毎日、クラスや学校の中でどんな気持ちや考えで生活していますか。 

自分が周囲の人と同じでないと不安ではありませんか？ みんなと同じようにすることで安心してい

ませんか？ そして、自分たちと少し違っているように見える人を仲間はずれにしたくなる気持ちはあり

ませんか？ 「同じ」って、何なのでしょうか。  

 

？？『みんな同じ』って、いいこと？？ 

 

同じ考えをもった人と協力してひとつのことをなしとげるのはすばらしいことです。 

でも、その過程のなかでいろんな意見をぶつけあい、そこから生まれてきたものは 

よりすばらしいものになっているでしょう。 

 

たとえば、会社のことを考えてみましょう。みんな、同じ意見の場合、はたしてその会社は 

元気がでるでしょうか。それぞれ、みんなの意見、さまざまな考え方があって                    

それがエネルギーとなりめざすものへ近づいていくのではないでしょうか。 

 

生まれてから、人生という幕をおろすまで、結果は同じでも、通ってきたさまざまな経験、          

めぐりあったシーン、喜び・悲しみ・怒り・楽しさの場面はみんな人とちがったものを持っている 

はずです。それは私たちにとって、とても大切な宝物として記憶に残っていると思います。 

 

みんな、だれもが「同じ」をもとめたらどうなるでしょう。 

 

若者は若者だけで、日本人は日本人だけで、男は男だけで･･･。 みんなが一つの政党を選択し 

 たら、鉄道がすべて新幹線になったら･･･。 歌がラップだけになったら、食料がすべて輸入品 

  になったら･･･。 住居がすべてマンションになったら、着るものがスーツと決められたら･･･。 

健常者は健常者だけで･･･となったらどう思いますか。 

 

ただし、 

ひとつだけ同じものがあります。 

それはみんな「人間」で、幸せに生きたいと思っていることです。 

幸せに生きるという大切な権利があることです。 
 

 

東京人権啓発企業連絡会(「レッツトライ」) 「？？『みんな同じ』って、いいこと？？」より引用 

 

  

この世は、いろんな人が集まってできています（人だけではありませんが）。一人ひとり顔が違うよう

にいろんな感じ方や考え方、生きる姿があります。自分と違う感じ方や考え方、長所や短所を互いに認め

合い、大事にし、素直に意見を出し合える、そんなクラスや学校になるといいですね。 



 


